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MH-400 コココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルル/キキキャャャデデディィィ
モモモデデデルルル番番番号号号 44938

オオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルル

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用しししたたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘
発発発すすするるる物物物質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decal119-6821

119-6821

1. 警告 コンベアを伸ばしたままで搬送しないこと搬送する時は
必ずコンベアを収納すること。

decal119-6810

119-6810

1. オペレーターズマニュアルを読むこと
2. 持ち上げは二人掛かりで行うこと。

decal119-0217

119-0217

1. 警告 エンジンを止めること可動部に近づかないこと 全部の
ガード類を正しく取り付けておくこと。

decal119-6851

119-6851

1. 警告乗らないこと。

decal119-6834

119-6834

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。
2. 最大積載重量は 680 kg
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decal119-6850

119-6850

1. 手を押しつぶされる危険安全スタンド・ロックを使用すること。

組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オプション・キャディ 1
ハンドル 11
ピン 1

オプション・キャディを組み立てます

ハンドル 2
ボルト¼ x ¾" 82
フランジ・ロック・ナット (1/4") 8

クロス・コンベアを組み立てます

3 必要なパーツはありません。 – オプション・キャディの使用方法

4 必要なパーツはありません。 – クロス・コンベア/スイベルを取り付けます

5 必要なパーツはありません。 – 油圧ホースを接続します

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 組み立てや運転操作の説明書です

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。
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1
オオオプププシシショョョンンン・・・キキキャャャデデディィィををを組組組みみみ立立立
てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オプション・キャディ

1 ハンドル

1 ピン

手手手順順順

注注注組み立て作業に取り掛かる前に、出荷用の木材や
バンド類をすべて外してください。

1. オプション・キャディにハンドルを取り付けてピン
で固定する図 1。

g015308

図図図 1

1. ハンドル 3. ピン
2. オプション・キャディ

2. 全部のタイヤの空気圧が 30 psi206 kPa=2.1
kg/cm2になっていることを確認する。

2
クククロロロススス・・・コココンンンベベベアアアををを組組組みみみ立立立てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ハンドル

8 ボルト¼ x ¾"

8 フランジ・ロック・ナット (1/4")

手手手順順順
ボルト1/4 x 3/4 インチ、フランジ・ロックナット各 4 を
使って、クロス・コンベアのサイド・レールの下にハン
ドルを取り付ける図 2。

g014081

図図図 2

1. コンベアのハンドル

3
オオオプププシシショョョンンン・・・キキキャャャデデディィィののの使使使用用用方方方
法法法

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
オプション・キャディを使うと、一人で、クロス・コンベア/
スイベルを MH-400 に取り付けることができます。

警警警告告告
オオオプププシシショョョンンン・・・キキキャャャデデディィィののの最最最大大大積積積載載載重重重量量量ははは 680 kg ででで
すすす。。。たたただだだししし、、、人人人ををを乗乗乗せせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. オプション・キャディにクロス・コンベア/スイベル
を載せる。
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2. MH-400の後部へ運び、取り付け高さまで上げ
る。

注注注意意意
クククロロロススス・・・コココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルルががが載載載っっっててていいいるるる間間間はははそそそ
ののの場場場ををを離離離れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

3. クロス・コンベア/スイベルを MH-400のクイックア
タッチ・ブラケットに取り付ける「クロス・コンベア/
スイベルを取り付ける」を参照。

4. キャディを降下させ、後退させてクロス・コンベア/
スイベルから完全に離す。

注注注ぬかるみや柔軟土壌でキャディを使用しない
でください身動きできなる可能性があります。

4
クククロロロススス・・・コココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルルををを取取取
りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
スイベルを使って MH-400の周囲 270度のどの位置
にでもクロス・コンベアを向けることができ、また、所
定の旋回角度 45度間隔でロックすることができますそ
してその位置にクロス・コンベアから資材を投下するこ
とができます。

注注注 MH-400には、クイック・アタッチ・クランプ一組が付
属品としてついてきます。このクランプを使って、クロス
コンベア/スイベルを MH-400 に取り付けます。
1. スイベルキットの 2つの取り付けブラケットが後方
を向くようにMH-400 に背を向けるようにクロスコ
ンベア/スイベルをセットする。

2. クロスコンベア/スイベルが左右の取り付けブラ
ケットの真ん中にセットされていること、および、
モータが MH-400 と同じ側に伸びていることを
確認する。

3. クランプのハンドルから、安全ラッチクリップを
外す図 3。

4. 安全ラッチを立て、アタッチメント側のクランプ
ハンドルを開いてロックピンからロックリングを
外す図 3。

5. クイックアタッチスロットから、後クランプアセン
ブリを引き出す図 3。

6. 誰かに補助してもらってクロス・コンベア/スイベル
を持ち上げ、その前端を MH-400の下にある前
クランプ・ブラケットにセットする図 3。

7. クロスコンベア/スイベルを保持したまま、後クラン
プアセンブリをクイックアタッチスロットに戻し、ク
ロスコンベア/スイベル後端部にセットする図 3。

8. クロスコンベア/スイベルが、左右のブラケットの
中央に位置していることを確認する。確認できた
ら、ロック・リングをロック・ピンに掛け、クランプ・
ハンドルを押し下げる。

注注注 クランプ・アセンブリがゆるすぎてクロス・コンベ
ア/スイベルがガタつく場合には、ロック・リングを
数回回転させて、クロス・コンベア/スイベルが無理
なく固定される程度にクランプを短くしてください。

重重重要要要 クククララランンンプププををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるとととクククロロロススス・・・コココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルル
ののの端端端部部部ををを曲曲曲げげげてててしししまままううう恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

9. クランプのハンドルに、安全ラッチクリップを元通
りに取り付ける図 3。

注注注意意意
安安安全全全ラララッッッチチチクククリリリッッップププががが確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけららられれれててていいい
るるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。万万万一一一ゆゆゆるるるんんんでででいいいるるる
ととと、、、使使使用用用中中中ににに開開開いいいてててしししまままううう危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

警警警告告告
クククロロロスススコココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルルははは非非非常常常ににに重重重いいい機機機械械械
ででですすす。。。持持持ちちち上上上げげげるるるととときききにににははは必必必ずずず二二二人人人がががかかかりりりででで
作作作業業業をををしししてててくくくだだださささいいい。。。

4
 



g015127

図図図 3

1. MH-400 の後部 8. オプション
2. オプションアタッチメント用ブラケット 9. 持ち上げる
3. ロックピン 10. 引き出す
4. ロックリング 11. 後クランプアセンブリ
5. クランプハンドル 12. オプションを確実に保持してからクランプを外すこと
6. 安全ラッチのクリップ 13. 前クランプブラケット
7. 安全ラッチ

5
油油油圧圧圧ホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告
クククロロロススス・・・コココンンンベベベアアア/スススイイイベベベルルルががが突突突然然然ににに動動動作作作すすするるるここことととののの
ななないいいよよよううう、、、油油油圧圧圧ホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる前前前ににに、、、牽牽牽引引引トトトラララククク
タタタ側側側のののエエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

以下の手順で、油圧ホースを、 MH-400のオプション
コントロールバルブに接続します図 4
• メスの外側コネクタのスリーブを手前に引いてあるい
は芯側を前方に押し出して、オス側に接続する。

• オス側のコネクタをしっかり握ったまま、メス側のコ
ネクタのスリーブから手を離す。

• コネクタが完全に接続されてロック状態にあること
を確認する。油圧ホースが水平であることを確認
する。

• 牽引トラクタの油圧装置を起動させた後、SH モデ
ルの場合はオプション用コントロール・レバーを手前
にひき、EH モデルの場合には、無線リモコンのス
タート・ボタンを押すと、クロス・コンベア/スイベルが
動作を開始するので、クロス・コンベア/スイベルの
動作状態を確認する。

警警警告告告

• 油油油圧圧圧系系系統統統のののララライイインンンコココネネネクククタタタははは頻頻頻繁繁繁ににに点点点検検検しししてててくくく
だだださささいいい 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンののの接接接続続続
やややホホホーーースススののの状状状態態態ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動
油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどど
ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新
聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動
油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき
起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場
合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設
ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけななないいいととと壊壊壊疽疽疽えええ
そそそををを起起起こここしししままますすす。。。
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g014112

図図図 4

1. オプション制御バルブ 4. スイベルキット
2. ホースの接続 5. クロスコンベア
3. クイックアタッチクランプ
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運運運転転転操操操作作作
クククロロロスススコココンンンベベベアアアををを使使使用用用すすするるる

収収収納納納位位位置置置かかからららののの引引引ききき出出出しししととと使使使用用用後後後ののの
収収収納納納

注注注意意意
移移移動動動走走走行行行ををを行行行ううう際際際にににははは、、、必必必ずずずコココンンンベベベアアアををを収収収納納納位位位置置置
ににに戻戻戻しししてててコココンンンベベベアアアををを伸伸伸ばばばしししたたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと、、、周周周
囲囲囲ののの人人人ややや物物物にににぶぶぶつつつけけけたたたりりり、、、コココンンンベベベアアアををを破破破損損損しししたたたりりり
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

1. スイベルキットの左右についているアタッチメント
クランプから安全ピンを抜き取る。

2. アタッチメントクランプのブラケットをゆるめる。

3. コンベアを中央部または片側へスライドさせる。

4. アタッチメントクランプのブラケットをロックする。

5. 安全ピンを取り付ける。

6. SH モデルでは、クロスコンベアのベルト速度の
調整は、右側の油圧レバーで行う。EH モデル
では、無線リモコンでクロスコンベアのベルト速
度の調整を行う。

注注注 クロスコンベアの調整は、必ずホッパーを下
げて行ってください。ホッパーを上げたままで行う
とクロスコンベアが傾いてしまいます。

g014125

図図図 5

1. コンベア作業用に引き出した状態 5. スイベル用ロックピン
2. 移動走行用に収納した状態 6. デフレクタ外すことも可能
3. クロスコンベア 7. 資材出口モータ側端部
4. スイベルキット

クククロロロススス・・・コココンンンベベベアアアををを使使使っっっててて資資資材材材ををを投投投下下下
すすするるる
1. 牽引車両を停止する。

2. SH モデルでは、コントロールレバーを使ってクロ
スコンベアのベルトとフロアベルトを ON にセット
する資材搬出側にする。

3. リアゲートの開き具合を調整して資材の流量を調
整する。希望通りの流量投下量に調整するのに
少し練習が要るかもしれません。ゲート調整以外
に、資材の種類、移動しながら投下する場合に
は移動速度によっても変わります。

4. 牽引車両の油圧装置をスタートさせる。

5. SH モデルでは、牽引車両の油圧装置を停止
させるかペンダント・スイッチを OFF にすると、
資材の流れが止まる。

注注注 SH モデルでペンダント・スイッチを OFF にす
ると、フロア・ベルトが停止して資材の流れが止
まりますがクロス・コンベアは停止しません。

6. EH モデルでは、無線リモコンでクロス・コンベア
とフロア・ベルトの両方の操作を行うことができま
す。

7. クロス・コンベアを使い終わったら、必ず中央の
収納位置に戻す。
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スススイイイベベベルルルキキキッッットトトののの使使使用用用方方方法法法
スイベルキットについているスプリング式のロックピンを
引き上げると、クロスコンベアを手で自在に旋回させる
ことができるようになります。クロスコンベアの旋回範囲
のどこにでも資材を投下することができます図 5。

クロスコンベアを一定の旋回角度に固定するには、全
部で 5 ヶ所あるロック穴の 1 つにスプリング式のロッ
クピンを落とし込みます。

注注注不整地を移動する場合には、安全を確保できる高さ
まで装置を上昇させて、クロスコンベア/スイベルの地
上高を十分に確保するようにしてください。

g015027

図図図 6

1. 油圧コントロール 3. シリンダ
2. 矢印

8
 



組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USAは、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

44938 — MH-400 コンベア/スイベ
ル /キャディ

MH-400
CONVEYOR/SWIVEL/CADDY

MH-400 コンベア/スイベ
ル /キャディ

2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
11月 9, 2022

 



UK Declaration of Incorporation
The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USAは、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する規制に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

44938 — MH-400 コンベア/スイベ
ル /キャディ

MH-400
CONVEYOR/SWIVEL/CADDY

MH-400 コンベア/スイベ
ル /キャディ

S.I. 2008 No. 1597,
S.I. 2001 No. 1701

S.I. 2008 No.1597のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する規制等に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
11月 9, 2022

 



EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ
Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”)は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたの情報をあなたの居住国の外に移動する場合には、弊社は必ず法律が定める手続きを踏み、あなたの情報が安全に取り扱われ適切な保
護がおこなわれるように、そして正しく取り扱われるように配慮します。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる
権利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社があなたの情報を取り扱った方法に懸念
をお感じになった場合には、弊社に直接申し立てをしていただくようにお願い申し上げます。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。

374-0282 Rev C

 



Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証
年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。

374-0253 Rev C

 




